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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和3年4月30日(2021.4.30)

【公表番号】特表2020-509418(P2020-509418A)
【公表日】令和2年3月26日(2020.3.26)
【年通号数】公開・登録公報2020-012
【出願番号】特願2019-547312(P2019-547312)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/20     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/28     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/22     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    5/20     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/08     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    5/10     　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ    5/28     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/22     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月11日(2021.3.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】手続補正書
【補正対象項目名】手続補正１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２５】
　上述の特許出願において引用された全ての参照文献、特許文献又は特許出願は、参照に
より、一貫して、それらの全体が本明細書に組み込まれる。組み込まれた参照文献と本出
願に不一致又は矛盾する箇所がある場合には、上の記載における情報が優先するものとす
る。上の記載は、当業者が請求の範囲の開示を実施することを可能にするために与えられ
ており、本発明の範囲を限定するものと解釈すべきではなく、本発明の範囲は特許請求の
範囲及びその全ての等価物によって定義される。以下、例示的実施形態について述べる。
［１］
　入射角の関数として実質的に一定である反射率帯域を有する反射体と、
　法線から離れる方へ増加する入射角とともに大きくなる反射率を有する前面部分反射体
を含むポリマー多層フィルム積層体と、
　前記反射体の前記反射率帯域と少なくとも部分的に一致する透過帯域を有する波長選択
性吸収体を含む、物品。
［２］
　前記物品は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対しては約３０％
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未満の反射率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に対しては
約４５％～約６０％の反射率を有する、［１］に記載の物品。
［３］
　前記物品は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対しては約２５％
未満の反射率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に対しては
約４５％～約６０％の反射率を有する、［１］に記載の物品。
［４］
　前記物品は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対しては約２０％
未満の反射率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に対しては
約４５％～約６０％の反射率を有する、［１］に記載の物品。
［５］
　前記前面部分反射体は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対して
は約７０％超の透過率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に
対しては約５５％～約４０％の透過率を有する、［１］に記載の物品。
［６］
　前記前面部分反射体は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対して
は約７５％超の透過率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に
対しては約５５％～約４０％の透過率を有する、［１］に記載の物品。
［７］
　前記前面部分反射体は、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対して
は約８０％超の透過率を有し、非偏光であって、入射角が６０°の斜めから入射する光に
対しては約５５％～約４０％の透過率を有する、［１］に記載の物品。
［８］
　前記前面部分反射体は、傾斜した透過スペクトルを有する、［１］に記載の物品。
［９］
　前記物品は、傾斜した反射スペクトルを有する、［１］に記載の物品。
［１０］
　前記前面部分反射体は、選択された偏光状態について選択された入射平面に入射した光
に対して、又は任意の入射平面における非偏光の光に対して、傾斜した透過スペクトルを
有する、［８］に記載の物品。
［１１］
　前記物品は、選択された偏光状態について選択された入射平面に入射した光に対して、
又は任意の入射平面における非偏光の光に対して、傾斜した反射スペクトルを有する、請
求項９に記載の物品。
［１２］
　前記前面部分反射体は、青色傾斜透過スペクトルを有する、［８］に記載の物品。
［１３］
　前記物品は、赤色傾斜反射スペクトルを有する、［９］に記載の物品。
［１４］
　前記傾斜は、１５％～１００％又は１５％～５０％のビン値の範囲を有する、［１２］
に記載の物品。
［１５］
　前記傾斜は、１５％～１００％又は１５％～５０％のビン値の範囲を有する、［１３］
に記載の物品。
［１６］
　前記前面部分反射体は、ほぼ対称の反射体である、［１］に記載の物品。
［１７］
　前記波長選択性吸収体は、染料及び顔料のうちの少なくとも１つから選択される、［１
］に記載の物品。
［１８］
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　前記反射体は、第１のポリマー多層フィルム積層体を含み、前記波長選択性吸収体は、
前記第１のポリマー多層フィルム積層体内に存在する、［１７］に記載の物品。
［１９］
　前記波長選択性吸収体は、前記反射体と前記前面部分反射体との間のポリマー層内に存
在する、［１］に記載の物品。
［２０］
　光吸収バッキングと、
　前記光吸収バッキング上の第１のポリマー多層フィルム積層体であって、入射角の関数
として実質的に一定である反射率帯域を有する後部反射体を含む、第１のポリマー多層フ
ィルム積層体と、
　前記第１の多層ポリマーフィルム積層体上のポリマー層であって、前記ポリマー層が、
前記後部反射体の前記反射率帯域と少なくとも部分的に一致する透過帯域を有する波長選
択性吸収体を含む、ポリマー層と、
　前記ポリマー層上の第２のポリマー多層フィルム積層体であって、前記第２のポリマー
多層フィルム積層体が、任意の入射平面において、垂直に入射する非偏光の光に対しては
約３０％未満の反射率を有し、６０°で入射する非偏光の光に対しては約４５％超の反射
率を有するコリメート前面部分反射体を含み、前記前面部分反射体が赤色傾斜反射スペク
トルを有する、第２のポリマー多層フィルムと、
　前記第２のポリマー多層フィルムパケット上の拡散層とを含む、物品。
［２１］
　前記第２のポリマー多層フィルム積層体は、垂直に入射する非偏光の光に対しては２５
％未満の反射率を有し、６０°で入射する非偏光の光に対しては４５％超の反射率を有す
るコリメート前面部分反射体と、任意の入射平面とを含む、［２０］に記載の物品。
［２２］
　前記第２のポリマー多層フィルム積層体は、垂直に入射する非偏光の光に対しては２０
％未満の反射率を有し、６０°で入射する非偏光の光に対しては４５％超の反射率を有す
るコリメート前面部分反射体と、任意の入射平面とを含む、［２０］に記載の物品。
［２３］
　前記波長選択性吸収体は、顔料及び染料のうちの１つから選択される、［２０］に記載
の物品。
［２４］
　前記波長選択性吸収体は、染料である、［２３］に記載の物品。
［２５］
　前記ポリマー層は、約１０ミクロンの厚さを有する、［２０］に記載の物品。
［２６］
　前記拡散層は、約５０％を超えるヘイズを有するポリマー材料及びガラスから選択され
る、［２０］に記載の物品。
［２７］
　前記拡散層は、約８０％を超えるヘイズを有するポリマー材料及びガラスから選択され
る、［２０］に記載の物品。
［２８］
　前記拡散層は、ガラスであって、拡散性コーティングを有するガラスである、［２０］
に記載の物品。
［２９］
　前記拡散層は、前記ポリマー波長選択性吸収層内に配置された、波長選択性吸収顔料に
由来するものである、［２０］に記載の物品。
［３０］
　前記光吸収バッキングと前記第１の多層ポリマーフィルム積層体との間に接着材層を更
に含む、［２０］に記載の物品。
［３１］
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　前記第２のポリマー多層フィルム積層体と前記拡散層との間に接着材層を更に含む、［
２０］に記載の物品。
［３２］
　前記第１のポリマー多層フィルム積層体は、複屈折ポリマーと等方性ポリマーの交互層
を含む、［２０］に記載の物品。
［３３］
　前記第１のポリマー多層フィルム積層体は、直線的に増加する層厚さプロファイルを有
する、［３２］に記載の物品。
［３４］
　前記第２のポリマー多層フィルム積層体は、複屈折ポリマーの交互層を含む、［２０］
に記載の物品。
［３５］
　前記第１のポリマー多層フィルム積層体は、増加する傾斜した層厚さプロファイルを有
する、［２０］に記載の物品。
［３６］
　黒色バッキング層と、
　前記黒色バッキング層上の第１のポリマー多層フィルム積層体であって、入射角の関数
として実質的に一定である反射率帯域を有する反射体を生成するように配向された共押出
ポリマーマイクロ層を含む第１のポリマー多層フィルム積層体と、
　前記第１の多層ポリマーフィルム積層体上のポリマー層であって、前記反射体の前記反
射率帯域と少なくとも部分的に一致する透過帯域を有する、染料を含む、ポリマー層と、
　前記ポリマー層上の第２のポリマー多層フィルム積層体であって、前記第２のポリマー
多層フィルム積層体が、任意の入射平面について、垂直に入射する非偏光の光に対しては
約３０％未満の反射率を有し、６０°で入射する非偏光の光に対しては約４５％～約６０
％の反射率を有するコリメート前面部分反射体を生成するように配向された共押出ポリマ
ーマイクロ層を含み、前記前面部分反射体が青色傾斜透過スペクトルを有する、第２のポ
リマー多層フィルムと、
　第２のポリマー多層フィルムパケット上の拡散層と、を含む物品。
［３７］
　前記第１及び第２のポリマー多層フィルムパケットの厚さの±３％の変化が、０°～８
５°の視野角について、前記物品のΔａ＊又はΔｂ＊のいずれかを、約８単位以下だけ変
化させる、［３６］に記載の物品。
［３８］
　任意の入射平面について、垂直な角度で非偏光の光に対して約７０％超の透過率を有し
、６０°の入射角で非偏光の光に対して約５５％～約４０％の透過率を有する、多層ポリ
マーフィルム物品。
［３９］
　任意の入射平面について、垂直な角度で非偏光の光に対して約７５％超の透過率を有し
、６０°の入射角で非偏光の光に対して約５５％～約４０％の透過率を有する、多層ポリ
マーフィルム物品。
［４０］
　任意の入射平面について、垂直な角度で非偏光の光に対して約８０％超の透過率を有し
、６０°の入射角で非偏光の光に対して約５５％～約４０％の透過率を有する、多層ポリ
マーフィルム物品。
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